
 
平成21年度 港まちづくり協議会事業計画 

 
１  暮らしやすい地域づくり事業 

 

１－(1)  安心・安全のための地域パトロール＆勉強会 
■事業のねらい ○より安心・安全に生活できる港まち界隈を実現するため、塾帰りの時間帯におい

て、児童・生徒等を対象としたパトロールを実施する。 

○警察等と連携し、防犯勉強会を実施する。 

■事業概要 ○原則的にプロの警備会社に委託して実施する。(ルートを決めて歩いて回ってもら

う) 

○プロのパトロールを行う際、地域のボランティアの方々や団体（例：ウォーキン

グサークル）に一緒に歩いてもらう機会を設定し、地域の防犯意識の啓発とアピ

ール（例：小学校へ周知）を行う。(参加者が全員一緒にパトロールをする)  

○元空き巣のプロで更生した方を講師とする防犯の座学とフィールドワークを行

う。（例：春日井の「防犯アカデミー」） 

■事業主体 ○プロの警備会社 

○地域のボランティア（お茶程度を提供） 

○自治体と連携して防犯活動を実施している団体、NPO法人など 

 

１－(2)  地域美化活動の実施 
■事業のねらい ○誇りと愛着のある港まち「築地」を美しいまちにしていくために、住民の方々が、

できる範囲で自ら美化活動を行っていただくことを目的として、美化イベントを

実施する。 

■事業概要 ○住民参加型での地域美化イベント(みんなでごみ拾い活動)を実施する。 

○地域美化イベントを企画・運営しているまちづくり団体(NPO 法人など)を中心に

行う。 

○参加していただいた地域の子どもたちや、ボランティアの方々には、花苗や種子

を配布し、さらに美しいまちに磨きをかけていただく。 

■事業主体 ○まちづくり団体(NPO法人など) 

○地域のボランティア（お茶と参加記念品程度を提供） 

 

１－(3)  まちの縁側づくり 
■事業のねらい ○2010年度ごろに、常設のまちの縁側空間のオープンを目指し、港まちらしい縁側

のスタイルや活動内容、活動場所等について、今年度に引き続き検討を行う。 

■事業概要 ○ゲストを招いてのトークショーや先進事例を勉強する《知る》《学ぶ》を今年度予

定の縁側事業『まちの縁側サーカス(仮称)』に引き続いて行う。 

○2009 年度は、みんなで主体的に取り組めそうな事業を実験的に行う《体験する》

《試してみる》を充実させる。 

（ワークショップで出されたアイデア：「みんなで子育て交流カフェ」、「昔遊び教

室」、「おさいほうの極意教室」、「健康づくり体操教室」、「地域の音楽活動の披露」

など） 

○港まちらしい縁側の内容と場所をみんなで検討し、合意を形成して、2010年度に

つなぐ。 

■事業主体 ○地域の方々（縁側をつくりあげるために、私ならこういうことができるという積

極的な参加） 

○まちづくり団体や子育て・高齢者支援団体(NPO法人など) 

○縁側づくりのコーディネーター(協議会事務局、まちの縁側づくりに長けたNPO法

人など) 



 

１－(4)  港まち文庫 
■事業のねらい ○今年度に開設をする西築地小学校の港まち文庫を充実させる。 

■事業概要 ○西築地小学校の港まち文庫へ、海に関する映像ソフトなど児童の知的好奇心を刺

激するコンテンツを充実させる。 

○地域に親しまれやすい場所に新たな港まち文庫の開設を検討する。(西築地コミュ

ニティセンター・東港中学校・港図書館などのうちのどこか1箇所) 

■事業主体 ○学区連絡協議会 

○設置先（学校・コミセン・図書館など） 

 

１－(5)  提案公募によるまちづくり事業  
■事業のねらい ○今年度実施している提案公募の予算規模を拡大し、さらに「自ら考え、自ら実践

する」住民（学区内外の方々）の活動を支援する。 

■事業概要 ○募集時期を上期と下期に分けて行い、それぞれ港まちづくり協議会委員による審

査会を開催し、委託事業を選定する。 

■事業主体 ○港まちの活性化に向けて活動を行いたい団体（５人以上のメンバー） 

 

１－(6)  調査検討事業の実施  
■事業のねらい ○2007 年度に行った住民意向調査から 2 年経過するので、港まちづくり協議会の運

営や事業の評価を得るために、再度住民意向調査を行う。（全体調査） 

○今後実施を予定あるいは検討していく事業の研究を行う。（個別調査） 

■事業概要 ○全体調査は、全世帯アンケート調査の実施と集計・分析。 

○個別調査は、2010 年度以降に実施を予定あるいは検討していく事業（生ごみリサ

イクル・地域通貨・ワンデイシェフ・アートシャッター・歩道上を使用したイベ

ントなど）について、先進事例の調査等を行い、研究を行う。 

■事業主体 ○研究や分析を行うことが可能な大学の研究室・コンサルタント業者 

 



２  港まちの魅力づくり・にぎわいづくり事業 
 

２－(1)  夏のイベントの実施 
■事業のねらい ○夏のイベントを、提案公募形式で住民の方々やまちづくり団体を対象に募集し、

住民の方々が自ら考え自ら実践するイベントとする。 

■事業概要 ○夏のイベントを、今年度実施した「提案公募によるまちづくり事業」で募集して、

実施する（事業の予算規模を引き上げる）。 

○イベント開催期間は８月から９月とし、地域の特質のある資源を活かした取り組

みを反映させて、地域が内側から元気になる住民参加型のイベントを募集する。 

○今年度の冬のイルミネーションにおけるワークショップにおいて、夏に和の行灯

イベントを行いたいという声があったことから、地域の方々に主体的にまちづく

りに関わっていく仕組みの１つとする。 

■事業主体 ○イベントの運営ができる住民の方々やまちづくり団体 

 

２－(2)  冬のイベントの実施 

 

２－(３)  空き店舗対策事業勉強会の実施 
■事業のねらい ○空き店舗対策事業（例：チャレンジショップやアートギャラリー、懐かしの映画

上映など）の実施に向けて勉強会や事例視察を連続講座で行う。 

■事業概要 ○全国の商店街でチャレンジショップやアートギャラリーなどを実施している例は

多いものの、上手くいっているところは少ない。 

○そこで、チャレンジショップを行う際のルールはどういうものかをテーマとした

勉強会や、コミュニティビジネスを実践している方や支援している方を招いた講

演会などを実施し、港まちに必要な空き店舗活用方法の検証と、港まちでの社会

的企業を掘り起こす。 

■事業主体 ○空き店舗対策を活用した事業を支援しているコンサルタント業者 

○コミュニティビジネスなどの支援を行っているNPO法人 

○空き店舗対策事業の実施に対して応募を考えている社会企業家を目指す方々 

○西築地学区内の商店主の方々 

 

 

■事業のねらい ○今年度から始まる行灯づくりなどの住民参加型の冬のイルミネーションイベント

をさらに充実させて、より多くの方々に参加していただくようにする。 

○「樹木イルミネーション」の拡大を図る（「港橋のみ」から「江川線（築地口から

名古屋港）沿いの範囲」へ）。 

■事業概要 ○行灯イルミネーションづくりを、デザイナー（若いアーティストや学生など）を

入れたワークショップなどを踏まえてバージョンアップをはかり、より魅力的な

内容とする。 

○小学生の子どもたちを対象にした手作り行灯教室を開催して、地域の子どもたち

の参加を促す。 

○範囲を定め、江川線沿いの樹木のイルミネーションを設置していく。 

■事業主体 ○イルミネーションイベントへ参加・協力いただける地域の方々 

○樹木イルミネーションについては施工業者へ委託 



２－(4)  港まち紹介情報誌の発行  
■事業のねらい ○西築地学区を中心とした港まち界隈の地域情報を発信する。 

■事業概要 ○1回につき15,000部、年２回の発行とする。 

○「みなと自慢」ワークショップ等を行って、地域情報を収集した上で、その材料

をもとに、プロのライターとカメラマンに取材をしてまとめてもらう。 

■事業主体 ○ワークショップに参加していただく住民の方々 

○出版社 

 

 

 

３  その他協議会の目的を達成するために必要な事業 
 

３－(1)  広報費  
■概要 ○港まちづくり協議会で検討された事柄や実施する事業について、地域住民をはじめ

広く一般に知らせる。 

■内容 ○広報紙の作成、ホームページ運営など 

 

３－(2)  事務局運営経費  
■概要 ○協議会の事務局運営に必要な経費 

■内容 ○事務所の借上げ費、事務机・パソコン等のリース料、事務局職員の人件費、税理士・

公認会計士の顧問報奨費、電気、上・下水道使用料など 

 


